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対象とする地震の候補及び北海道内の地域区分（案）



北海道内の地域区分（案）
地域区分
(5地域）

A

B

C

D

E

表－対象とする地震の候補(案) 9地震

A
石狩振興局、留萌振興
局、檜山振興局、後志
総合振興局

月寒背斜に関連する断層 44,437 100% 1位
北海道留萌沖（⾛向

N225°E） No.2
8,384 19% 8位

B
空知総合振興局、上川
総合振興局

沼田－砂川付近の断層

帯 45_3
11,593 26% 5位 - -

C
宗谷総合振興局、オ
ホーツク総合振興局 標津断層帯 30_1 2,040 5% 19位

北海道北⻄沖の地震

No.5
3,768 8% 14位

D
渡島総合振興局、胆振
総合振興局、日高振興
局

石狩低地東縁断層帯南

部・深さ3km 30_5
9,682 22% 7位 三陸沖北部の地震 356 1% 26位

E
十勝総合振興局、釧路
総合振興局、根室振興
局

十勝平野断層帯主部

45_5
5,981 13% 11位 十勝沖の地震 2,694 6% 15位

※表中の地震、全壊棟数は、北海道地域防災計画(地震･津波防災計画編 平成27年6月 参考図表第1 表2 被害想定(概算)結果を参照した。
※各振興局の対象とする地震は、各地域ごとに揺れによる全壊棟数が多い内陸型地震と海溝型地震で合計9地震を候補として選択した。
※表の対象とする地震の候補(案)については、今後災害廃棄物量を算出し、対象とするか判断する。

被害の順位
(全31地震中）

海溝型地震
（参照報告書Ⅰ）

揺れによる全壊
棟数

(全道の値）

割合
（月寒背斜の
全壊棟数を
100とする）

被害の順位
(全31地震中）

※地域区分については、現在北海道で現在被害想定の見直しを実施している地域分けに
従って想定した。

地域区分
(5地域）

振興局 内陸型地震
（参照報告書Ⅰ）

揺れによる
全壊棟数
(全道の値）

割合
（月寒背斜の
全壊棟数を
100とする）

振興局

石狩振興局、留萌振興局、檜山振興局、後志総合振興局

空知総合振興局、上川総合振興局

宗谷総合振興局、オホーツク総合振興局

渡島総合振興局、胆振総合振興局、日高振興局

十勝総合振興局、釧路総合振興局、根室振興局

A

B

C

D

E



＜参考資料＞

※参考資料：北海道地域防災計画(地震･津波防災計画編 平成27年6月 参考図表第1 表2

被害想定(概算)結果から抜粋


